
給与所得・退職所得等の所得税徴収高計算書（納付書）の記載例

　納付書には、納付する税額のほか、その月の給与等の支払を受ける人の数や給与等の支払額などを記載す
ることになっています。
　この納付書は３枚１組の複写式になっていますが、納付するときは切り離さずに最寄りの金融機関や所轄
の税務署の窓口へ提出してください。
　なお、納期の特例の承認を受けている源泉徴収義務者の場合には、この記載例の「納期特例分」の納付書
を使用し、これ以外の源泉徴収義務者の場合には、「一般分」の納付書を使用してください。

　　いて源泉徴収をした所得税及び復興特別所得税を年２回（７月と翌年１月）にまとめて納付する納期の特例の承認を受け
（注）

　　ることができます（詳しくは３ページを参照してください。）。

< 納付する税額がない場合 >
　　納付する税額がない場合であっても、所得税徴収高計算書（納付書）は所轄の税務署に e-Tax を利用す
　るか又は郵便若しくは信書便により送付又は提出してください。

〔設例〕納期の特例の承認を受けている源泉徴収義務者の場合

イータ君

　源泉所得税及び復興特別所得税の納付は、e-Tax を利用した電子納税やクレジットカード納付
の利用ができます。
　電子納税には、①「ダイレクト納付」を利用する方法と、②インターネットバンキングやＡＴ
Ｍ等を利用して納付する方法があります。
　詳しくは、国税庁ホームページ【https://www.nta.go.jp】、e-Taxホームページ【https://www.e-tax.
nta.go.jp】をご覧ください。
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